
【2023年3月制度改正対応】

建設担当者様必見！「使用前

自己確認試験」最新動向と対

応のポイント

株式会社鈴和の鈴木でございます。弊社は太陽光発電所をはじめとする電

気設備の安全を守るため、各種試験や保安業務を専門としております。

年間約200件から300件の現場に携わっており、豊富な実績がございます。

本日は2023年3月の最新制度改正を踏まえながら、ポイントを解説いたしま

す。



本日のアジェンダ

使用前自己確認とは

2023年3月の制度改正による対象範囲拡大

試験内容と必要条件

具体的な試験項目と必要な資格・機器

弊社のサポート

試験機器レンタルと報告書作成支援

注意点とまとめ

2000kWの壁と今後の対応について



なぜ「使用前自己確認」が必要か？

【2023年3月～対象範囲拡大】

1 平成28年11月～

500kW以上2000kW未満の太陽光発電所で明確に義務化されました。

2 令和5年3月～

対象範囲が「出力10kW以上2000kW未満」に大幅拡大されました。

3 現在

低圧・高圧問わず、ほぼ全ての事業用発電所が対象となっています。

電気事業法に基づく設置者の義務として、安全な発電事業に不可欠な最終チェック

です。



試験内容は？基本的な安全確認です

外観検査

図面通りに施工されているか、損傷はないかを目視で確認しま

す。

絶縁抵抗測定・接地抵抗測定

電気が漏れていないかを測定・漏電時に電気を地面に逃がす

設備が機能するか測定

総合インターロック試験・制御電源喪失試験 負荷遮断・負荷試験

基本的なことですが、専門の機器と若干の知識が必要です。

万が一の事故の際に、安全に発電所を停止できるか確認しま

す。

ＰＣＳの性能試験になります。この時に⾼調波等も測定いた
します。



試験に必要な「資格」と「機器」

必要な試験機器

• 絶縁抵抗計

• 接地抵抗計
• 耐圧試験器（交流・直流それぞれ）
• 電源品質アナライザー

電気主任技術者

高圧・特別高圧電気取扱者

実作業を行うためには、上記の資格が推奨されます。

講習会で取得可能（２日間で取得できます）

設備の責任者になるのであれば必要ですが、試験するのには不要でも

問題はございません。

• デジタルマルチメータ

• 放射温度計
• 温湿度計



＼ご安心ください！／が全面サポートします

試験装置のレンタルサービス

必要な機器を、必要な期間だけレンタ

ル可能です。

購入コストや保管、メンテナンスの手

間を削減できます。

報告書作成の支援

測定結果のとりまとめを行います。

国へ提出する書類フォーマットを提供

します。

専門家のアドバイス

豊富な実績に基づく的確なアドバイス

を提供します。

トラブルの未然防止に貢献します。



【最重要】2000kWの壁にご注意ください！

10kW以上～2000kW未満

使用前自己確認で対応可能です。

2000kW以上

使用前自主検査が必要です。

安全管理審査が必須です。

専門家への依頼が必須レベルです。

2000kW以上の案件は、工事計画届出書の提出や詳細な試験要領書の作成が必須となり、ハードルが上がります。



使用前自己確認の実施フロー

準備段階

必要な資格者と試験機器を確保します。Blue Ray株式会社のレンタルサービス

をご活用ください。

試験実施

外観検査、各種測定試験を実施します。結果を記録しましょう。

報告書作成

測定結果をまとめ、所定のフォーマットで報告書を作成します。

提出・保管

国への提出と社内での保管を行います。弊社の書類作成支援をご活

用ください。



まとめ

制度改正の影響

2023年3月の改正で、10kW以上のほぼ全ての太陽光発電所で使用前自

己確認が必須になりました。

対応のポイント

ポイントを押さえれば、建設会社の皆様でも十分対応可能です。

弊社サポート

試験機器のレンタルや報告書作成支援は、専門家にお任せください。

2000kW以上は要注意！

迷わず専門家にご相談を。

お問い合わせ：Blue Ray株式会社 メール： takuya.okada@blueray.co.jp
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